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来 訪 者 今週の歌 それでこそロータリー　　

冨部会員、井上会員、金子会員、佐藤会員、末廣会員、梅木会員（東龍IAC）、
原岡会員（PETS）、日高会員（中津中央）、池田会員（Eクラブ）、川嶌眞之会員、松下会員、
末永会員（地区研修協議会）、瀧会員（規定審議会）

2024～2025年度 第2720地区スローガン
寛容な心でロータリーの未来、そして若者の未来を考えよう

中津ロータリークラブ週報

第3401回　2025年４月23日　　点鐘：12：30　　

ステファニー・アーチック 2024-2025 RI会長テーマ

●ノール・カラム君活動費授与

　私のイタリアのスポンサークラブに来てくれた永岡さ
んに感謝します。明日は熊本でロータリーのディベート
コンテストに参加します。全力を尽くします。

●会長の時間〔伊藤会長〕

　本日は今年度初めての100％出席例会にご参加いただ
きありがとうございます。ロータリー活動は例会出席が
大切です。どうしても参加できないときは是非メーク
アップをしていただきたいと思います。中津RCは東九州
龍谷高校のインターアクトクラブでメークアップができ
ますので是非メークアップをお願いします。
　今週末は熊本で地区大会が開催されます。どうぞよろ
しくお願いします。次回の例会は５月14日です。５月10
日には中津中央RCの50周年記念式典があります。
　本日は大分県立歴史博物館館長の櫻井成昭氏によるゲ
スト卓話です。地震についてのお話が聞けるということ
ですので楽しみにしています。

　我が家は地震などで電気・水道などが止まった時にそ
なえて、GW中にその体験をしてみるつもりです。

●幹事報告〔和田幹事〕

・例会変更　別府３クラブ、大分７クラブ
・週報受領　中津中央、竹田
・その他回覧　５月例会出欠確認
・4/25-26は熊本で地区大会です。
・5/10は中津中央RC50周年です。

●委員会報告

・親睦委員会〔永岡会員〕

4/25・26熊本での地区大会の案内。
・職業/国際社会奉仕委員会〔川嶌眞之会員〕

4/30午前６時から向笠記念公園清掃のご案内。
・次年度幹事〔池田会員〕

本日18：30から事務局で次年度クラブ協議会を行いま
す。
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５月21日（水） 
夜例会（18：30～東華炎）
５月28日（水） 
地区管理運営部門セミナー
松本逸文会員

●例会のご案内

・瀧会員（第３ゾーンロータリー公共イメージコーディネーター）

3/23-28エバンストンのRI本部でグローバルサポート
セミナー、4/13-17シカゴで規定審議会に参加しまし
た。規定審議会では人頭分担金増額の件、新クラブ設
立の件、地区大会を開催しなくてもよい件などがあり
ました。

●ニコニコボックス

〔川嶌眞人会員〕ゲスト歓迎、能登のガバナーより寄付
の礼状、マンダラゲの会の件。
〔金子会員〕結婚記念日花束のお礼。
〔末廣会員〕結婚記念日花束のお礼。
〔細川会員〕妻誕生祝い花束のお礼。
〔里見会員〕

●ゲスト卓話

「地球の歴史とヒトの歴史」
大分県立歴史博物館館長　櫻井成昭氏

◆◆津津波波◆◆

○○地地震震にによよっってて、、海海底底ががううごごくくとと、、そそののエエネネルルギギーーがが
海海のの表表面面にに伝伝わわりり、、波波がが発発生生ししまますす。。ここれれがが津津波波でですす。。

気象庁HP

○○遡遡上上高高（（そそじじょょううだだかか））→津津波波がが陸陸地地ををすすすすみみ、、到到達達
ししたた一一番番高高いいととこころろ。。

地地球球のの歴歴史史とと人人間間のの記記録録

■過去と現在そして未来
→過去の記録でみられる災害の様子は、
これからも起こりうることを示しています。
また、文字などで残っていないから、これ
からも起こらないという保証はありません。

※人間が残してきた記録は、ほんの
わずかなのですから。

■過去を知り、教訓を未来に生かす上で、
想像と創造は大切な事柄です。

過去を
知ること

地域の
再発見

自分の
再発見

他者を
知る

未来を
知る

３３つつのの地地震震

◆◆大大分分県県にに、、特特にに大大ききなな被被害害ををももたたららししたた
地地震震はは、、以以下下のの３３つつでですす。。

➀➀慶慶長長元元年年（（1596））閏閏７７月月のの地地震震

②②宝宝永永４４年年（（1707））10月月４４日日のの地地震震

③③安安政政元元年年（（1854））12月月５５日日のの地地震震

→別別府府湾湾岸岸とと速速見見郡郡南南部部にに大大ききなな被被害害をを
ももたたららししままししたた。。

→江江戸戸時時代代のの巨巨大大地地震震。。佐佐伯伯市市米米水水津津にに、、
溯溯上上高高１１１１ｍｍのの津津波波がが押押しし寄寄せせままししたた。。

◆過去を知ることは、現在と未来の人々の

命を守ること につながります。

◆◆寺寺田田寅寅彦彦（（１１８８７７８８～～１１９９３３５５））のの言言葉葉

①①「「地地震震のの現現象象」」とと「「地地震震にによよるる災災害害」」はは区区別別ししてて考考ええ

ななけけれればばななららなないい。。（（「「災災難難雑雑考考」」 11993355年年））

★★「「東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震」」とと「「東東日日本本大大震震災災」」

「「兵兵庫庫県県南南部部地地震震」」とと「「阪阪神神・・淡淡路路大大震震災災」」

②② 「「少少しし過過去去のの記記録録をを忘忘れれなないいよようう努努力力すするるこことと」」

がが重重要要。。（（「「津津浪浪とと人人間間」」11993333年年））

地地震震・・津津波波とと私私たたちち
佐佐伯伯市市米米水水津津

※赤いラインが、高
さ約１０ｍ。


